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１ 目的 

  東部太平洋のかつお・まぐろ類の保存及び管理。 

 

２ 加盟国等 

（１）加盟国（16 か国） 

  日本、韓国、米国、スペイン、フランス、コスタリカ、パナマ、エルサルバドル、

グアテマラ、エクアドル、メキシコ、ニカラグア、バヌアツ、ベネズエラ、 

ペルー、コロンビア 

（２）協力的非加盟国・地域（6 か国・地域） 

  カナダ、中国、ＥＵ、台湾、ベリーズ、クック諸島 

 

３ 対象水域 

  東部太平洋（別図参照） 

 

４ 主な保存管理措置 

（１）メバチ・キハダ保存管理措置（2004～2007 年） 

 ①まき網漁船の休漁措置(42 日間：8 月 1 日-9 月 11 日又は 11 月 20 日-12 月 31 日） 

 ②主要はえ縄漁業国・漁業主体のメバチ漁獲量制限 

日本 韓国 台湾 中国 

34,076㌧ 12,576㌧ 7,953㌧ 2,639㌧ 

（２）ビンナガ 

  北太平洋ビンナガの漁獲努力量を現状水準に制限。 

（３）漁船管理 

  ポジティブリスト制度、衛星位置監視装置（ＶＭＳ）の導入等 

 

＊2008 年におけるメバチ・キハダの保存管理措置は合意されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．漁業状況 

 2001 年  2002 年  2003 年  2004 年  2005 年  2006 年  2007 年  

メバチ  

うちまき網  

うちはえ縄  

  （日本） 

129,929 

61,156 

68,752 

(38,048) 

131,875 

57,440 

74,417 

(34,193) 

113,970

54,174

59,758

(24,888)

111,264

67,592

43,470

(21,236)

111,567 

69,826 

41,719 

(19,401) 

119,497

83,978

35,483

(18,017)

94,023

63,074

30,905

(14,958)

キハダ  

うちまき網  

うちはえ縄  

(日本 ) 

416,745 

382,702 

29,523 

(14,808) 

439,572 

412,507 

25,450 

(8,513) 

407,895

381,107

23,702

(9,125)

290,877

269,597

18,755

(7,338)

283,228 

267,599 

11,955 

(4,028) 

177,213

166,330

8,739

(3,412)

180,347

170,264

7,922

(5,004)

資料：IATTC 

※ 2007 年の漁獲量は速報値。 
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